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令和７ 年度採用　 中学校　 保健体育

教科（ 科目） 受験番号

保健体育

１

（ １ ）　 次の文章は，「 ス ポーツ 基本法（ 平成２ ３ 年法律第７ ８ 号）」（ 学校における 体育の

充実） 第十七条の一部である 。（ 　 ア　 ） ～（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の組合せと

し て正し いも のを， 下記の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

（ 学校における 体育の充実）

第十七条

　（ 　 ア　 ） は， 学校における 体育が青少年の心身の健全な （ 　 イ 　 ） に資する も

のであ り ， かつ， ス ポ ーツ に関する （ 　 ウ 　 ） 及び生涯にわた っ て ス ポ ーツ に

（ 　 エ　 ） 態度を養う 上で重要な役割を 果たすも のである こ と に鑑み， 体育に関す

る 指導の充実，体育館，運動場，水泳プール，武道場その他のス ポーツ 施設の整備，

体育に関する 教員の（ 　 オ　 ） の向上， 地域における ス ポーツ の指導者等の活用

その他の必要な施策を講ずる よ う 努めなければなら ない。

①　 ア　 国及び地方公共団体　 　 イ 　 発達　 　 ウ 　 技能　 　 エ　 取り 組む

　 　 オ　 指導力

②　 ア　 国及び地方公共団体　 　 イ 　 発達　 　 ウ 　 技能　 　 エ　 親し む

　 　 オ　 資質

③　 ア　 国　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 発育　 　 ウ 　 技能　 　 エ　 取り 組む

　 　 オ　 資質

④　 ア　 国　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 発達　 　 ウ 　 技術　 　 エ　 親し む

　 　 オ　 指導力

⑤　 ア　 国　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 　 発育　 　 ウ 　 技術　 　 エ　 親し む

　 　 オ　 指導力
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（ ２ ）　 次のア～カのう ち，「 第３ 期ス ポーツ 基本計画（ 令和４ 年３ 月２ ５ 日　 文部科学省）　

第２ 部　 今後取り 組むべき ス ポーツ 施策と 目標　 第３ 章　 今後５ 年間に総合的かつ

計画的に取り 組む施策」 に示さ れている 内容と し て， 適切である も のを「 ○」， 適切

でないも のを 「 ×」 と し た時， その組合せと し て最も 適切なも のを ， 下記の①～⑥

の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ２ 。

ア　 多様な主体における ス ポーツ の機会創出

イ 　 ス ポーツ 界における Ｄ Ｘ の推進

ウ 　 ス ポーツ の成長産業化

エ　 ス ポーツ によ る 地方創生， ま ちづく り

オ　 ス ポーツ を 通じ た共生社会の実現

カ　 ス ポーツ ・ イ ン テグリ ティ の確保

ア イ ウ エ オ カ

① ○ ○ ○ ○ ○ ○

② ○ × ○ ○ ○ ○

③ ○ ○ × ○ ○ ○

④ ○ ○ ○ × ○ ×

⑤ × ○ ○ ○ × ○

⑥ ○ ○ × × ○ ○
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（ ３ ）　 次の文章は， 近年の夏季オリ ン ピ ッ ク の開催競技について述べたも のである 。 下

記の①～⑥のう ち適切でないものを ， 一つ選べ。 解答番号は１ ３ 。

①　 第３ ３ 回パリ 大会（ ２ ０ ２ ４ ） では， 新たにブレ イ キン， ク リ ケッ ト が追加競技

に採用さ れた。

②　 第３ ３ 回パリ 大会（ ２ ０ ２ ４ ） では， 野球・ ソ フ ト ボールが競技種目と し て採用

さ れなかっ た。

③　 第３ ２ 回東京大会（ ２ ０ ２ ０ ） では，野球・ ソ フ ト ボール，空手，ス ケート ボード ，

ス ポーツ ク ラ イ ミ ン グ， サーフ ィ ンが競技種目と し て採用さ れた。

④　 第３ ２ 回東京大会（ ２ ０ ２ ０ ） では，ス カッ シュ が競技種目と し て採用さ れなかっ

た。

⑤　 第３ １ 回リ オデジャ ネイ ロ 大会（ ２ ０ １ ６ ） では， ゴ ルフ ， ７ 人制ラ グビ ーが競

技種目と し て採用さ れた。

⑥　 第３ １ 回リ オデジャ ネイ ロ 大会（ ２ ０ １ ６ ） では， 野球・ ソ フ ト ボールが競技種

目と し て採用さ れなかっ た。
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（ ４ ）　 次のア～オの文のう ち，「 学校における 熱中症対策ガイ ド ラ イ ン 作成の手引き（ 令

和６ 年４ 月　 追補版）（ 令和６ 年４ 月　 環境省・ 文部科学省）　 １ ． 気候変動適応法

等の改正について」 に示さ れている 内容と し て適切なも のの組合せを 下記の①～⑤

の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ４ 。

ア　 令和３ 年度から 全国運用を 開始し ている 「 熱中症警戒アラ ート 」 を ，「 熱中症警

戒情報」 と し て法律上位置づけた。

イ 　「 熱中症警戒情報（ 熱中症警戒アラ ート ）」 は， 特定の日の暑さ 指数（ WBGT） の

最高値が， 府県予報区等内の情報提供地点いずれかで 35 以上になる こ と が予測さ

れる 場合に発表さ れる 。

ウ 　「 熱中症特別警戒情報（ 熱中症特別警戒ア ラ ート ）」 は， 特定の日の暑さ 指数

（ WBGT） の最高値が， 一の都道府県内の全ての情報提供地点において 35 以上にな

る こ と が予測さ れる 場合に， 都道府県を 単位と し て発表さ れる 。

エ　「 熱中症特別警戒情報（ 熱中症特別警戒ア ラ ート ）」 の発表時間は，「 熱中症警戒

情報（ 熱中症警戒アラ ート ）」 と 同様，前日の午後５ 時及び当日の午前５ 時頃である 。

オ　 市町村長は，「 熱中症特別警戒情報（ 熱中症特別警戒アラ ート ）」 発表時， 高齢者

や諸事情でエアコ ン を 使用でき ない方々が冷房の効いた空間に避難でき る よ う ， 要

件を 満たす地域の施設を 指定暑熱避難施設（ ク ーリ ン グシェ ルタ ー） と し て指定で

き る 。

①　 ア・ イ ・ オ

②　 ア・ ウ ・ オ

③　 イ ・ ウ ・ エ

④　 イ ・ エ・ オ

⑤　 ア・ ウ ・ エ
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（ ５ ）　 次の文章は，「 令和５ 年度　 全国体力・ 運動能力， 運動習慣等調査の結果（ 概要）

について（ 令和５ 年１ ２ 月　 ス ポーツ 庁） 調査結果の概要　 １ ． 児童生徒の体力，２ ．

運動習慣・ 生活習慣・ 運動意識の状況」 に記載さ れた内容の一部である 。 下記の①

～⑥のう ち適切でないものを ， 一つ選べ。 解答番号は１ ５ 。

①　 体力合計点については， 令和４ 年度と の比較では回復傾向がみら れる が， 令和元

年度（ コ ロ ナ前の調査） の水準には至っ ていない。

②　 児童生徒の運動時間（ 体育の授業を 除く ） において， １ 週間の総運動時間が

４ ２ ０ 分以上の割合は， 小・ 中学校男女と も に， 令和４ 年度よ り も 低下し た。

③　「 運動やス ポーツ を する こ と が好き 」 と 答えた児童生徒は， 令和４ 年度と の比較

で男子は増加し ， 女子は低下し ている 。

④　 体力合計点については， 令和４ 年度と 比較する と ， 小・ 中学校と も に回復の度合

いに男女間で差がみら れなかっ た。

⑤　 肥満の割合は， 令和４ 年度と の比較で小・ 中学校男女と も に低下し た。

⑥　 学習以外のス ク リ ーン タ イ ム が「 ４ 時間以上」 の割合は， 令和４ 年度と の比較で

小・ 中学校男女と も に増加し た。
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（ ６ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編（ 平成

２ ９ 年７ 月　 文部科学省）　 第２ 章　 保健体育科の目標及び内容　 第２ 節　 各分野の

目標及び内容　〔 体育分野〕　 ２ 　 内容　 Ａ 　 体つく り 運動［ 第３ 学年］」 及び「 高等

学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 保健体育編　 体育編（ 平成３ ０ 年７ 月　

文部科学省）　 第１ 部　 保健体育編　 第２ 章　 保健体育科の目標及び内容　 第２ 節　

各科目の目標及び内容　「 体育」　 ３ 　 内容　 Ａ 　 体つく り 運動［ 入学年次］」 に示さ

れている 「 知識」 の例示である 。 下記の①～⑤のう ち正し く ないものを ， 一つ選べ。

解答番号は１ ６ 。

①　 ねら いや体力の程度を 踏ま え， 自己や仲間の課題に応じ た強度， 時間， 回数， 頻

度を設定する こ と 。

②　 定期的・ 計画的に運動を 継続する こ と は， 心身の健康， 健康や体力の保持増進に

つながる 意義がある こ と 。

③　 運動を 安全に行う には， 関節への負荷がかかり すぎないよ う にする こ と や軽い運

動から 始める など ， 徐々に筋肉を 温めてから 行う こ と 。

④　 運動を 計画し て行う 際は， ど のよ う なねら いを も つ運動か， 偏り がないか， 自分

に合っ ている かなど の運動の原則がある こ と 。

⑤　 実生活で運動を 継続する には， 行いやすいこ と ， 無理のない計画である こ と など

が大切である こ と 。
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（ ７ ）　 次の文章は，「 高等学校学習指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 保健体育編　 体育

編（ 平成３ ０ 年７ 月　 文部科学省）　 第１ 部　 保健体育編　 第２ 章　 保健体育科の目

標及び内容　 第２ 節　 各科目の目標及び内容　「 体育」　 ３ 　 内容　 Ｈ 　 体育理論　

１ 　 ス ポーツ の文化的特性や現代のス ポーツ の発展」 に示さ れて いる「 ア　 知識」

の一部である 。 次の下線部ａ ～ｅ のう ち正し いも のを 「 ○」，正し く ないも のを 「 ×」

と し たと き ，「 ○」「 ×」 の正し い組合せを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答

番号は１ ７ 。

（ ア） ス ポーツ は， 人類の歴史と と も に始ま り ， そのａ 理念が時代に応じ て多様に変

容し てき ている こ と 。 ま た， 我が国から 世界に普及し ， 発展し ている ス ポーツ があ

る こ と 。

（ イ ） 現代のス ポーツ は， オリ ン ピ ッ ク やパラ リ ン ピ ッ ク 等の国際大会を 通し て， 国

際親善や世界平和に大き な役割を 果たし ， 共生社会の実現にも 寄与し ている こ と 。

ま た， ド ーピ ン グは， ｂ フ ェ アプレ イ の精神に反する など， 能力の限界に挑戦する

ス ポーツ のｃ 文化的価値を 失わせる こ と 。

（ ウ ） 現代のス ポーツ は， 経済的な波及効果があり ， ス ポーツ 産業が経済の中で大き

な影響を 及ぼし ている こ と 。 ま た， ス ポーツ の経済的な波及効果が高ま る につれ，

ス ポーツ のｄ 高潔さ など が一層求めら れる こ と 。

（ エ） ス ポーツ を 行う 際は， ス ポーツ が環境や社会にも たら す影響を 考慮し ， ｅ 多様

性への理解や持続可能な社会の実現に寄与する 責任ある 行動が求めら れる こ と 。

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ

① ○ ○ ○ ○ ○

② ○ ○ ○ ○ ×

③ ○ × × ○ ×

④ ○ ○ × × ○

⑤ × ○ × × ×

⑥ × × ○ ○ ○



－ 8 －

（ ８ ）　 次の表は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編（ 平成２ ９

年７ 月　 文部科学省）　 第２ 章　 保健体育科の目標及び内容　 第２ 節　 各分野の目標

及び内容　〔 体育分野〕　 ２ 　 内容　 Ｂ 　 器械運動［ 第３ 学年］」 及び「 高等学校学習

指導要領（ 平成３ ０ 年告示） 解説　 保健体育編　 体育編（ 平成３ ０ 年７ 月　 文部科

学省）　 第１ 部　 保健体育編　 第２ 章　 保健体育科の目標及び内容　 第２ 節　 各科目

の目標及び内容　「 体育」　 ３ 　 内容　 Ｂ 　 器械運動［ 入学年次］」 のマッ ト 運動の主

な技の例を 表し たも のである 。（ 　 ア　 ） ～（ 　 オ　 ） に当てはま る 技名の組合せと

し て最も 適切なも のを ， 下記の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ８ 。

系

回転系

巧技系 平均立ち

技群

接転

前転

開脚前転

開脚後転

側方倒立回転倒立回転・

はねおき

倒立 倒立 倒立ひねり

片足平均立ち 片足正面水平立ち

側方倒立回転跳び1/4ひねり（ ロ ンダート ）

前方倒立回転 前方倒立回転跳び

伸膝前転

（ 　 ア　 ）

（ 　 イ 　 ）

（ 　 オ　 ）， Ｙ 字バラ ンス

伸膝後転

倒立前転

後転

ほん転

グループ 発展技
基本的な技

（ 主に中１ ・ ２ で例示）

倒立回転跳び （ 　 ウ 　 ）

（ 　 エ　 ）

①　 ア　 前方伸膝支持回転　 　 イ 　 後転倒立　 　 　 　 　 　 ウ 　 頭倒立

　 　 エ　 頭はねおき 　 　 　 　 　 オ　 片足側面水平立ち

②　 ア　 跳び前転　 　 　 　 　 　 イ 　 後方浮き 支持回転　 　 ウ 　 倒立ブリ ッ ジ

　 　 エ　 首はねおき 　 　 　 　 　 オ　 片足水平バラ ンス

③　 ア　 跳び前転　 　 　 　 　 　 イ 　 後転倒立　 　 　 　 　 　 ウ 　 倒立ブリ ッ ジ

　 　 エ　 頭はねおき 　 　 　 　 　 オ　 片足側面水平立ち

④　 ア　 跳び前転　 　 　 　 　 　 イ 　 後転倒立　 　 　 　 　 　 ウ 　 倒立ブリ ッ ジ

　 　 エ　 頭はねおき 　 　 　 　 　 オ　 片足水平バラ ンス

⑤　 ア　 跳び前転　 　 　 　 　 　 イ 　 後方浮き 支持回転　 　 ウ 　 頭倒立

　 　 エ　 首はねおき 　 　 　 　 　 オ　 片足側面水平立ち
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（ ９ ）　「 陸上競技ルールブッ ク 　 ２ ０ ２ ４ 年度版（ 公益財団法人　 日本陸上競技連盟）」

に示さ れている ， リ レ ーについての内容であ る 。 下記の①～⑤のう ち正し く ないも

のを， 一つ選べ。 解答番号は１ ９ 。

①　 バト ン を 落と し た時， バト ン が横や進行方向（ フ ィ ニッ シュ ラ イ ン の先も 含む）

に転がり ，レ ーン から 離れて拾い上げた後は，競技者はバト ンを 落と し た地点に戻っ

てレ ース を 再開し なければなら ない。

②　 バト ン パス が開始さ れ， バト ン パス が完了し ていない状態でバト ン を 落と し た場

合には， バト ンは受け手（ 次走者） が拾わなく てはなら ない。

③　 も し バト ン を 落と し た場合， 落と し た競技者がバト ン を 拾っ て継続し なければな

ら ない。 こ の場合， 競技者は距離が短く なら ないこ と を 条件にバト ン を 拾う ために

自分のレ ーン から 離れても よ い。

④　 バト ン の受け渡し は， 受け取る 競技者にバト ン が触れた時点に始ま り ， 受け取る

競技者の手の中に完全に渡り ， 唯一のバト ン 保持者と なっ た瞬間に成立する 。

⑤　 バト ン の受け渡し の判定は， テイ ク ・ オーバー・ ゾ ーン 内でのバト ン の位置のみ

が決定的なも のであり ， 競技者の身体の位置ではない。
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（ １ ０ ）　 次のア ～オのう ち ，「 競泳競技規則（ 公益財団法人　 日本水泳連盟）　〔 付則〕　

本規則は２ ０ ２ ３ 年（ 令和５ 年） ４ 月１ 日以降開催さ れる 競技会に適用さ れる 。」

に示さ れている 内容と し て， 適切である も のを「 ○」， 適切でないも のを「 ×」 と

し た時， その組合せと し て 最も 適切な も のを， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。

解答番号は２ ０ 。

ア　（ 自由形） 競技中は泳者の体の一部が常に水面上に出ていなければなら ない。 折

り 返し の間， ス タ ート 後・ 折り 返し 後の壁から ２ ０ ｍ 以内の距離では体が完全に水

没し ても よ いが， 壁から ２ ０ ｍ地点ま でに， 頭は水面上に出ていなければなら ない。

イ 　（ 背泳ぎ） 折り 返し 動作中を 除き ， 競技中は常にあ おむけの姿勢で泳がなければ

なら ない。 あおむけの姿勢と は， 頭部を 除き ， 肩の回転角度が水面に対し ９ ０ 度未

満である こ と をいう 。

ウ 　（ 平泳ぎ） ス タ ート 後， 折り 返し 後の一かき 目は完全に脚のと こ ろ ま で持っ てい

く こ と ができ る 。その間泳者は水没状態であっても よ い。ス タ ート 後，折り 返し 後に，

最初の平泳ぎの蹴り の前にバタ フ ラ イ の蹴り が１ 回許さ れる 。

エ　（ バタ フ ラ イ ） 折り 返し ，ゴ ールタ ッ チは，水面の上も し く は下で，両手が同時に，

かつ離れた状態で行わなければなら ない。

オ　（ メ ド レ ー リ レ ー） 各競 技者は 次の 順序に よ っ て 泳が な け れ ばな ら な い。 

（ １ ） 背泳ぎ　 　（ ２ ） バタ フ ラ イ 　 　（ ３ ） 平泳ぎ　 　（ ４ ） 自由形

それぞれの種目を 定めら れた距離の４ 分の１ ずつ泳がなければなら ない。

ア イ ウ エ オ

① × × × ○ ○

② × ○ ○ ○ ×

③ ○ ○ × × ○

④ × ○ × ○ ×

⑤ ○ × ○ × ×

⑥ ○ ○ ○ × ○
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（ １ １ ）　「 ス ポーツ ルール２ ０ ２ ３ 」（ 大修館） に示さ れている 次の球技に関する 競技規

則の内容と し て 下記の①～⑥のう ち 正し く ないも のを， 一つ選べ。 解答番号は

２ １ 。

①　 バス ケッ ト ボールでは， 自チーム のプレ ーヤーがラ イ ブのボールを コ ン ト ロ ール

し たチーム は， 24 秒以内にショ ッ ト し なければなら ない。

②　 バレ ーボールでは，ネッ ト 上で両チーム のプレ ーヤーがボールに触れた時は，タ ッ

チ回数をと ら ず， ボールを 受けたチーム は３ 回のプレ ーができ る 。

③　 ソ フ ト ボールでは， 投球動作に入る と き は， 身体の前ま たは横で球を 両手で持ち，

２ 秒以上５ 秒以内に身体を 完全に停止し なければなら ない。

④　 卓球では， ト ス はボールに回転を 与えないよ う ほぼ垂直方向に１ ６ cm 以上投げ

上げ， ボールが頂上から 落下する 時点で打球する 。

⑤　 ソ フ ト ボールでは，７ 回が終了し ても 勝敗が決定し ない場合は，８ 回から 促進ルー

ル（ タ イ ブレ ーク シス テム ） を 適用する 。

⑥　 ハン ド ボールでは，ボールを支配し ている チームが，わざと 攻撃し ないで，シュ ー

ト のチャ ン ス を つく ら ずチャ ン ス があっ ても シュ ート せずにパス を く り 返すよ う な

プレ ーを パッ シブプレ ーと いう 。 こ のよ う なプレ ーがあれば， レ フ リ ーは予告合図

を 示し ， 攻撃側が最大３ 回のパス の後， シュ ート を し なかっ た場合， 相手チーム に

フ リ ース ロ ーが与えら れる 。
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（ １ ２ ）　 次の文章は，「 学校体育実技指導資料第２ 集　 柔道指導の手引（ 三訂版）（ 平成

２ ６ 年２ 月　 文部科学省）　 第４ 章　 技能指導の要点　 第２ 節　 投げ技， 抑え技等　

２ 　 投げ技」 の記載内容の一部である 。「 技の名称」 ア ～オと ，「 技の説明」 Ａ ～

Ｅ の組合せと し て 正し いも のを ， 下記の①～⑥の中から 一つ選べ。 解答番号は

２ ２ 。

「 技の名称」

ア　 膝車　 　 イ 　 支え釣り 込み足　 　 ウ 　 体落と し 　 　 エ　 背負い投げ

オ　 小内刈り

「 技の説明」

Ａ 　「 取」 は，「 受」 を 右前すみに崩し ，「 受」 の右足首を 左足裏で支え ， 引き 手， 釣

り 手で釣り 上げる よ う にし て， 腰の回転を効かせて受の前方に投げる 。

Ｂ 　「 取」 は，「 受」 を 右前すみに崩し ，「 受」 に重なる 様に回り こ み， さ ら に右足を

一歩「 受」 の右足の外側に踏み出し ， 両腕と 両膝の伸展を 利用し て「 受」 を 前方に

投げ落と す。

Ｃ 　「 取」 は，「 受」 を 右前すみに崩し ，「 受」 の右膝に， 左足裏を 当て， それを 軸に

車のよ う に回転さ せて「 受」 の前方に投げる 。

Ｄ 　「 取」 は，「 受」 を 右後ろ すみに崩し ， 左足を 軸に右足の土踏ま ずの部分で，「 受」

の右足踵部分を内側から 刈り ，「 受」 の後方に投げる 。

Ｅ 　「 取」 は，「 受」 を 前に崩し ，「 受」 の右腋に右肘， ま たは右腕を 入れ，「 受」 と 重

なり ， 両腕と 両膝の伸展を 利用し ， 右肩越し に投げる 。

①　 ア－Ａ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ｃ 　 　 エ－Ｄ 　 　 オ－Ｅ

②　 ア－Ａ 　 　 イ －Ｃ 　 　 ウ －Ｅ 　 　 エ－Ｂ 　 　 オ－Ｄ

③　 ア－Ｂ 　 　 イ －Ａ 　 　 ウ －Ｄ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ｃ

④　 ア－Ｂ 　 　 イ －Ｅ 　 　 ウ －Ｄ 　 　 エ－Ｃ 　 　 オ－Ａ

⑤　 ア－Ｃ 　 　 イ －Ａ 　 　 ウ －Ｂ 　 　 エ－Ｅ 　 　 オ－Ｄ

⑥　 ア－Ｃ 　 　 イ －Ｂ 　 　 ウ －Ａ 　 　 エ－Ｄ 　 　 オ－Ｅ
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（ １ ３ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編（ 平成

２ ９ 年７ 月　 文部科学省）　 第２ 章　 保健体育科の目標及び内容　 第２ 節　 各分野

の目標及び内容　〔 体育分野〕　 ２ 　 内容　 Ｇ 　 ダン ス ［ 第３ 学年］」「 イ 　 フ ォ ー

ク ダン ス 」 の例示である 。 下記の①～⑤のう ち正し く ないものを ， 一つ選べ。 解

答番号は２ ３ 。

①　 ヒ ン キー・ ディ ン キー・ パーリ ・ ブー（ アメ リ カ） など のゲーム 的な要素が入っ

た踊り では， グラ ン ド ・ チェ ーン の行い方を 覚えて次々と 替わる 相手と 合わせて踊

る こ と 。

②　 ハーモニカ（ イ ス ラ エル） など の軽やかなス テッ プの踊り では， グレ ープバイ ン

ス テッ プやハーモニカス テッ プなど を リ ズミ カルに行って踊る こ と 。

③　 オス ロ ーワ ルツ（ イ ギリ ス ） など の順次パート ナーを 替えていく 踊り では， ワ ル

ツ タ ーンで円周上を 進んで踊る こ と 。

④　 ラ ・ ク カラ ーチャ （ メ キシコ ） など の独特のリ ズム の踊り では， リ ズム に合わせ

たス タ ンプやミ ク サーし て踊る こ と 。

⑤　 コ ロ ブチカ（ ロ シア） など のパート ナーチェ ン ジのある 軽快な踊り では， パート

ナーと 組んでス リ ース テ ッ プタ ーン な ど の軽快な ス テ ッ プで動き を 合わせた り ，

パート ナーチェ ン ジをス ム ーズに行っ たり し ながら 踊る こ と 。



－ 14 －

（ １ ４ ）　 次の文章は，「 がん教育推進のための教材　 平成 28 年４ 月（ 平成 29 年６ 月一部

改訂）（ 令和３ 年３ 月一部改訂） 文部科学省」 に示さ れている ， 国が推奨し ている

がん検診の対象年齢と 受診間隔であ る 。 下記の①～⑤のう ち正し く ないものを ，

一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

①　 胃がん検診は， ５ ０ 歳以上の男女を 対象と し て， ２ 年に１ 回の間隔での受診を 推

奨し ている 。

②　 大腸がん検診は， ４ ０ 歳以上の男女を 対象と し て， １ 年に１ 回の間隔での受診を

推奨し ている 。

③　 肺がん検診は， ３ ０ 歳以上の男女を 対象と し て， １ 年に１ 回の間隔での受診を 推

奨し ている 。

④　 乳がん検診は， ４ ０ 歳以上の女性を 対象と し て， ２ 年に１ 回の間隔での受診を 推

奨し ている 。

⑤　 子宮頸がん検診は， ２ ０ 歳以上の女性を 対象と し て， ２ 年に１ 回の間隔での受診

を 推奨し ている 。



－ 15 －

（ １ ５ ）　 次の図は，「 心肺蘇生の実践と A ED の活用～児童生徒の心臓突然死ゼロ を 目指

し て～（ 公益財団法人　 日本学校保健会　 平成３ １ 年２ 月２ ０ 日発行）」 に示さ れ

ている ， 教職員の研修と 訓練の実施　 一次救命処置（ B LS） の 手順であ る 。 図

中の（ 　 ア　 ） ～（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを，

下記の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ５ 。

安全確認

119番通報・ A ED依頼
通信指令員の指導に従う

ただちに胸骨圧迫を 開始する
強く （（ 　 イ 　 ））＊2

速く （（ 　 ウ 　 ）/分）
絶え間なく （ 中断を 最小にする ）

様子を みながら
応援・ 救急隊を 待つ

胸骨圧迫（ 　 エ　 ） と
人工呼吸（ 　 オ　 ） の組み合わせ

大声で応援を 呼ぶ

普段ど おり の
呼吸あり

＊1わから ないと き は
　 胸骨圧迫を 開始する

＊2小児は胸の厚さ の約1/3

人工呼吸の技術と 意思があれば

反応なし

呼吸なし
ま たは（ 　 ア　 ）＊1

呼吸は？

心電図解析
電気ショ ッ ク は必要か？

A ED装着

１

２

３

４

５

８

７

６

電気ショ ッ ク
ショ ッ ク 後ただちに
胸骨圧迫から 再開＊3

ただちに
胸骨圧迫から 再開＊3

必要なし必要あり

救急隊に引き 継ぐ ま で， ま たは傷病者に普段ど おり の
呼吸や目的のある 仕草が認めら れる ま で続ける

＊3強く ， 速く ， 絶え間なく 胸骨圧迫を ！

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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①　 ア　 死戦期呼吸　 　 イ 　 約５ ｃ ｍ　 　 　 ウ 　 １ ０ ０ ～１ ２ ０ 回　 　 エ　 ３ ０ 回

　 　 オ　 ２ 回

②　 ア　 過呼吸　 　 　 　 イ 　 約１ ０ ｃ ｍ　 　 ウ 　 １ ０ ０ ～１ ２ ０ 回　 　 エ　 １ ５ 回

　 　 オ　 ２ 回

③　 ア　 死戦期呼吸　 　 イ 　 約５ ｃ ｍ　 　 　 ウ 　 ６ ０ ～８ ０ 回　 　 　 　 エ　 １ ５ 回

　 　 オ　 ２ 回

④　 ア　 過呼吸　 　 　 　 イ 　 約５ ｃ ｍ　 　 　 ウ 　 ６ ０ ～８ ０ 回　 　 　 　 エ　 ３ ０ 回

　 　 オ　 ４ 回

⑤　 ア　 死戦期呼吸　 　 イ 　 約１ ０ ｃ ｍ　 　 ウ 　 １ ０ ０ ～１ ２ ０ 回　 　 エ　 １ ５ 回

　 　 オ　 ４ 回

（ １ ６ ）　 次の文章は， 排卵と 月経について説明し たも のである 。 下記の①～⑤のう ちそ

の説明と し て正し く ないものを ， 一つ選べ。 解答番号は２ ６ 。

①　 女子の卵巣では， 成長ホルモン のはたら き によ っ て約１ か月に１ 度， 卵子が出さ

れ， こ れを 排卵と いう 。

②　 卵子と 精子が出会い結合する こ と を 受精と いう 。

③　 受精し た卵子は受精卵と なり ， 受精卵が卵管から 子宮に入り ， 子宮内膜に着床し ，

母体から 酸素や栄養を受ける よ う になる こ と を 妊娠と いう 。

④　 受精が行われなければ， 不要になっ た子宮内膜は崩れて， 血液と 共に体の外に出

さ れる 。 こ れを月経と いう 。

⑤　 初めて起こ る 月経を初経と いう 。
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（ １ ７ ）　 次の文章は， 医薬品の種類と 使用法について説明し たも のであ る 。 下記の①～

⑥のう ちその説明と し て正し く ないものを， 一つ選べ。 解答番号は２ ７ 。

①　 医療用医薬品と は， 医師・ 歯科医師が患者の病気， 症状， 体質など にあわせて処

方箋を 出し ， それにも と づいて薬剤師が調剤する も のである 。

②　 要指導医薬品と は， 処方箋はいら ず， 薬剤師が対面で情報を 提供し たり 説明し た

り する こ と が定めら れている も のである 。

③　 一般用医薬品と は， 症状など を 自分で判断し て薬局など で購入し て使用する も の

で， その成分によ っ て販売のし かたなど が分かれる も のである 。

④　 食前と は， 胃に食べ物が入っ ていないと き のこ と で， 食事を する 前２ ０ 分以内の

こ と である 。

⑤　 食後と は， 胃に食べ物が入っ ている と き のこ と で， 食事を し た後３ ０ 分以内のこ

と である 。

⑥　 食間と は， 食事と 食事の間のこ と で， 食後約２ 時間のこ と である 。
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２

（ １ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編（ 平成

２ ９ 年７ 月　 文部科学省）　 第３ 章　 指導計画の作成と 内容の取扱い　 １ 　 指導計画

の作成」 に示さ れている ， 障害のある 生徒への配慮の例の一部である 。（ 　 ア　 ） ～

（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て正し いも のを 次の①～⑤の中から 一つ選

べ。 解答番号は２ ８ 。

・ 　 見えにく さ のため活動に制限がある 場合には， 不安を 軽減し たり 安全に実施し

たり する こ と ができ る よ う ，（ 　 ア　 ） や動き を事前に確認し たり ， 仲間同士で声

を 掛け合う 方法を 事前に決めたり ， 音が出る 用具を 使用し たり する など の配慮を

する 。

・ 　 身体の動き に制約があり ， 活動に制限があ る 場合には， 生徒の実情に応じ て仲

間と 積極的に活動でき る よ う ， 用具やルールの変更を 行っ たり ， それら の変更に

ついて仲間と 話し 合う 活動を 行っ たり ， 必要に応じ て（ 　 イ 　 ） の活用を 図っ た

り する など の配慮を する 。

・ 　 リ ズム やタ イ ミ ン グに合わせて動く こ と や複雑な動き を する こ と ， ボールや用

具の操作等が難し い場合には， 動き を 理解し たり ， 自ら 積極的に動いたり する こ

と ができ る よ う ， 動き を 視覚的又は（ 　 ウ 　 ） に変更し たり （ 　 エ　 ） し たり し

て提示する ， 動かす体の部位を 意識さ せる ， 操作が易し い用具の使用や用具の大

き さ を 工夫し たり する など の配慮をする 。

・ 　 試合や記録測定， 発表など の状況の変化への対応が求めら れる 学習活動への参

加が難し い場合には， 生徒の実情に応じ て状況の変化に対応でき る よ う にする た

めに， 挑戦する こ と を 認め合う 雰囲気づく り に配慮し たり ， ルールの（ 　 オ　 ）

や場面設定の簡略化を図っ たり する など の配慮をする 。
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①　 ア　 活動場所　 　 イ 　 補助用具　 　 　 ウ 　 音声信号　 　 エ　 簡素化

　 　 オ　 縮小化

②　 ア　 活動場所　 　 イ 　 補助用具　 　 　 ウ 　 言語情報　 　 エ　 簡素化

　 　 オ　 弾力化

③　 ア　 活動場所　 　 イ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器　 　 ウ 　 言語情報　 　 エ　 簡素化

　 　 オ　 縮小化

④　 ア　 活動内容　 　 イ 　 Ｉ Ｃ Ｔ 機器　 　 ウ 　 音声信号　 　 エ　 簡便化

　 　 オ　 弾力化

⑤　 ア　 活動内容　 　 イ 　 補助用具　 　 　 ウ 　 言語情報　 　 エ　 簡便化

　 　 オ　 弾力化
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（ ２ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編（ 平成

２ ９ 年７ 月　 文部科学省）　 第３ 章　 指導計画の作成と 内容の取扱い　 １ 　 指導計画

の 作 成」 に 示さ れ て い る ， 情 報手 段の 積 極的な 活用 に つい て の 一 部で あ る。

（ 　 ア　 ） ～（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て正し いも のを 次の①～⑤の

中から 一つ選べ。 解答番号は２ ９ 。

　 保健体育科においても ， 各分野の特質を 踏ま え，（ 　 ア　 ） 等にも 配慮し た上で，

必要に応じ て， コ ン ピ ュ ータ や情報通信ネッ ト ワ ーク など を 適切に活用し ， 学習の

効果を 高める よ う 配慮する こ と を 示し ている 。

　 例えば， 体育分野においては， 学習に必要な情報の収集やデータ の（ 　 イ 　 ）， 課

題の発見や解決方法の選択など における Ｉ Ｃ Ｔ の活用が考えら れる 。 ま た， 保健分

野においては， 健康情報の収集，（ 　 ウ 　 ） の発見や解決方法の選択における 情報通

信ネッ ト ワ ーク 等の活用など が考えら れる 。

　 なお， 運動の実践では，（ 　 エ　 ） と し て活用する と と も に， 効果的なソ フ ト やプ

ロ グ ラ ム の活用を 図る など， 活動そのも のの低下を 招かないよ う 留意する こ と が大

切である 。

　 ま た， 情報機器の使用と （ 　 オ　 ） と の関わり について取り 扱う こ と にも 配慮す

る こ と が大切である 。

①　 ア　 情報モラ ル　 　 　 　 イ 　 蓄積・ 保管　 　 ウ 　 健康課題　 　 エ　 積極的手段

　 　 オ　 健康

②　 ア　 情報モラ ル　 　 　 　 イ 　 管理・ 分析　 　 ウ 　 生活課題　 　 エ　 積極的手段

　 　 オ　 運動

③　 ア　 情報リ テラ シー　 　 イ 　 蓄積・ 保管　 　 ウ 　 健康課題　 　 エ　 補助的手段

　 　 オ　 運動

④　 ア　 情報モラ ル　 　 　 　 イ 　 管理・ 分析　 　 ウ 　 健康課題　 　 エ　 補助的手段

　 　 オ　 健康

⑤　 ア　 情報リ テラ シー　 　 イ 　 管理・ 分析　 　 ウ 　 生活課題　 　 エ　 補助的手段

　 　 オ　 運動
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（ ３ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 保健体育編（ 平成

２ ９ 年７ 月　 文部科学省）　 第３ 章　 指導計画の作成と 内容の取扱い　 ２ 　 健やかな

体」 に 示さ れて い る ， 体育・ 健康に 関する 指導に つい て で あ る 。（ 　 ア　 ） ～

（ 　 オ　 ） に当てはま る 語句の組合せと し て正し いも のを 次の①～⑤の中から 一つ選

べ。 解答番号は３ ０ 。

　 学校における 体育・ 健康に関する 指導を， 生徒の発達の段階を 考慮し て， 学校の

（ 　 ア　 ） を 通じ て適切に行う こ と によ り ， 健康で安全な生活と 豊かなス ポーツ ラ イ

フ の実現を 目指し た教育の充実に努める こ と 。 特に， 学校における （ 　 イ 　 ） 並び

に体力の向上に関する 指導， 安全に関する 指導及び心身の健康の保持増進に関する

指導については， 保健体育科， 技術・ 家庭科及び特別活動の時間はも と よ り ， 各教科，

（ 　 ウ 　 ） 及び総合的な学習の時間など においても それぞれの特質に応じ て適切に行

う よ う 努める こ と 。 ま た， それら の指導を 通し て， 家庭や（ 　 エ　 ） と の連携を 図

り ながら ， 日常生活において適切な体育・ 健康に関する 活動の実践を 促し ， 生涯を

通じ て健康・ 安全で（ 　 オ　 ） 生活を送る ための基礎が培われる よ う 配慮する こ と 。

①　 ア　 教育活動全体　 　 イ 　 運動の奨励　 　 ウ 　 学級活動　 　 エ　 地域社会

　 　 オ　 活力ある

②　 ア　 教育活動全体　 　 イ 　 食育の推進　 　 ウ 　 道徳科　 　 　 エ　 地域社会

　 　 オ　 活力ある

③　 ア　 教育計画全体　 　 イ 　 食育の推進　 　 ウ 　 道徳科　 　 　 エ　 Ｐ Ｔ Ａ

　 　 オ　 生き 生き と し た

④　 ア　 教育計画全体　 　 イ 　 運動の奨励　 　 ウ 　 道徳科　 　 　 エ　 Ｐ Ｔ Ａ

　 　 オ　 生き 生き と し た

⑤　 ア　 教育活動全体　 　 イ 　 運動の奨励　 　 ウ 　 学級活動　 　 エ　 地域社会

　 　 オ　 生き 生き と し た


